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東京電力福島第一原子力発電所の処理水放出に伴い東京電力福島第一原子力発電所の処理水放出に伴い
中国の日本産水産物輸入停止により影響を受ける中国の日本産水産物輸入停止により影響を受ける

水産業界への支援要請の意見書水産業界への支援要請の意見書
　私たち雄武町議会は、この度中国が東京電力福島第一原子力発電所の処理水放　私たち雄武町議会は、この度中国が東京電力福島第一原子力発電所の処理水放
出に対して日本産水産物の輸入停止を行ったことに深い懸念を抱いています。出に対して日本産水産物の輸入停止を行ったことに深い懸念を抱いています。
　この中国の決定は科学的根拠に基づくものではなく、本町議会として直ちに中国　この中国の決定は科学的根拠に基づくものではなく、本町議会として直ちに中国
の輸入停止解除を要求することを国に要望することとしました。の輸入停止解除を要求することを国に要望することとしました。
　北海道産水産物は主要輸出先の中国が禁輸を続けた場合、多くが行き場を失うこ　北海道産水産物は主要輸出先の中国が禁輸を続けた場合、多くが行き場を失うこ
とになります。特に本町ではホタテが漁獲高の半数以上を占め、他の産業への影響とになります。特に本町ではホタテが漁獲高の半数以上を占め、他の産業への影響
も大きく輸入禁止が今後の町の経済にも大きく影響します。も大きく輸入禁止が今後の町の経済にも大きく影響します。
　この問題は我が町だけでなく我が国の水産業界にとって大きな打撃となり、日本　この問題は我が町だけでなく我が国の水産業界にとって大きな打撃となり、日本
経済にも重大な影響を及ぼすものであります。経済にも重大な影響を及ぼすものであります。
　よって、次の事項について特段の措置を講じていただきますよう強く要望します。　よって、次の事項について特段の措置を講じていただきますよう強く要望します。

１　我が国の放出方法は、国際的に認められた適正な処置であり、放出処理水のト１　我が国の放出方法は、国際的に認められた適正な処置であり、放出処理水のト
リチウムが基準値を大きく下回っている現状を国際社会に対して積極的に情報リチウムが基準値を大きく下回っている現状を国際社会に対して積極的に情報
発信され、輸入停止解除へ向けての取組みを行うこと。発信され、輸入停止解除へ向けての取組みを行うこと。

２　水産業界はこの輸入停止により大きな経済的損失を被っており、被害に対する２　水産業界はこの輸入停止により大きな経済的損失を被っており、被害に対する
賠償制度の早急な確立と継続的な補償をすること。賠償制度の早急な確立と継続的な補償をすること。

３　水産業界の再生と地域経済の活性化のために、国内消費を３　水産業界の再生と地域経済の活性化のために、国内消費を

　　　　活性化させるための方策及び支援を積極的に行うこと。活性化させるための方策及び支援を積極的に行うこと。
【提出先】【提出先】
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
財務大臣、経済産業大臣、農林水産大臣財務大臣、経済産業大臣、農林水産大臣

意見書提出の流れを受けて
ホタテ漁師さんに議会広報委員会が
インタビューしました。
動画はQRコードから！

９月定例会で提出９月定例会で提出
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決算審査特別委員会

令和４年度　 決 算 認 定

　　

９月議会において令和４年度決算審査特別委員会が設置され、各会計において審議を行い、

　　すべての会計の決算については原案のとおり可決されました。

　　決算に対する委員会からの意見は次のとおりです。

ふるさと納税への取り組み
　中国が福島第一原子力発電所の処理水放出に伴い
輸入禁止措置を取ったことで、ホタテ等の水産物が行
き場を失っている。
　本町はふるさと納税の返礼品としてホタテの需要も
多いことから、この機会をチャンスととらえ、高校生
等のアイデアを参考にしながら、寄附者に選んでいた
だけるような商品開発等に努められたい。

公共施設等の利用促進に向けた
空調設備等の導入

　地球温暖化に伴い、本町も観測史上最高記録とな
る猛暑日を記録するなど、以前と比べ、暑さが非常に
厳しくなってきている。将来に向けて本庁舎別館、児
童センター及びその他公共施設へ優先順位をつけて
空調設備を設置するとともに、町民の方々に利用しや
すい施設になるよう鋭意努力されたい。

国保病院の経営改善
　人口減少や様々な要因により、一般会計からの多額の繰入金により病院運営を行っているところである。高齢
化社会において地域医療は重要な機関であり、今後も病院を維持していくために、しっかりとした経営理念のもと、
町民の方々が安心して気軽に受診できるような体制づくりに努められたい。

昨年度からの大きな増減
【収入】その他自主財源（21％→23％）	ふるさと応援寄附金　	 +1億 7698万円

　　　町債（8％→ 6％）	 職員住宅建設事業債　	 　　-1億円

【支出】衛生費（12％→14％）	 雄武斎場設備更新事業　	 +1億 4297万円

　　　民生費（12％→10％）	 子育て世帯臨時特別給付金　	 -5882 万円

収入ー支出＝約４億５千万円（※１）
そのうち２億円（※２）は基金に積み立て、
約２億５千万円は翌年度への繰越金となります。
（※１）5501万円の繰越明許費を除くと実質収支額は約 4億円。
（※２）地方財政法第７条の規定により、剰余金の２分の１を下

らない金額を積み立てるもの。

※数値はすべて四捨五入

①町税 10％ 7億 5045万円 ⑦道支出金 4％ 3億 2555万円

②繰越金 5％ 3億 5256万円 ⑧国庫支出金 7％ 5億 4392 万円

③その他自主財源 23％ 17億 3442 万円 ⑨その他依存財源 2％ 1億 3435万円

④地方交付税 42％ 31億 4842 万円 自主財源 38％ 28 億 3743 万円

⑤町債 6％ 4億 3081万円 依存財源 62％ 46 億 9538 万円

⑥地方消費税交付金 1％ 1億1233万円

①議会費 1％ 4871万円 ⑦商工費 6％ 4億1170万円

②総務費 31％ 22億114万円 ⑧土木費 13％ 8億 9834万円

③民生費 10％ 7億 3460万円 ⑨消防費 2％ 1億 6929万円

④衛生費 14％ 10 億 828万円 ⑩教育費 6％ 3億 9667万円

⑤労働費 0％ 369万円 ⑪公債費 9％ 6億1198万円

⑥農林水産業費 8％ 5億 9578万円

収入（歳入）75億3281万円

支出（歳出）70億 8018万円

収入

支出

①町税
②繰越金

③その他
　自主財源

④地方交付税

⑤町債

⑥地方消費税
　交付金

⑦道支出金

⑧国庫支出金
⑨その他依存財源

自主財源

依存財源

①議会費

②総務費

③民生費

④衛生費⑤労働費

⑦商工費

⑧土木費

⑨消防費
⑩教育費

⑪公債費
　（返済金）

⑥農林水産業費

↓
次
は
　
決
算
審
査
・
質
疑
応
答
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◆中学校補助職員の増強
遠藤
　中学教員の業務が部活動関係もあり
多忙という話も聞くが、事務補助職員
の増強についての考えは。

教育振興課長
　確かに部活動等で働き方改革の中で教
員に負担がかかっている部分はあろうと
認識している。現状では考えていないが、
今後中学校から要望があれば中学に限ら
ず増員の関係も含め検討していきたい。

◆介護事業特別会計・赤字の理由
遠藤
　決算報告において介護保険事業が
270万円の赤字の理由は。

福祉給付課長
　これまで介護保険事業は繰越金や基
金を使い運用してきたが、昨今、給付
費が伸びており、今回初めて実質赤字
決算となった。
　今年は介護保険料の見直しと介護保
険事業計画策定の年であるため、今回
の結果をふまえて介護保険料の試算を
していきたい。

◆新生児聴覚検査委託料
遠藤
　新生児聴覚検査委託料の詳細は。

健康推進課長
　生まれた後、入院中に実施される聴
覚検査。新生児の先天性難聴を早期
発見する目的で病院が実施している。
　こちらを令和4年度から全額、町
　の助成で行うこととした。

◆通所バスの置き去り防止装置
遠藤
　通所バスの置き去り防止装置を設置
したが、その周知はどのように行ったか。

保育所長
　2台ある通所バスの置き去り防止装
置は７月下旬に設置済み。
　現在の運用は保育士が必ず1名づつ
それぞれのバスに乗っており、降りる際
に必ず点検を行なっているが、二重の防
止対策と国からの設置義務もあり設置
することとなった。通所バス利用者に
限定して周知を行った。

決算審査特別委員会　質 疑 応 答

【若草保育所】　動画はこちらから！
通所バス・置き去り防止ブザーって？

①　　　　　　②　　　　 　　③　
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◆エアコンの設置
【ココカラ】福祉給付課長　
　室温が高いため、スポットクーラーの
ような簡易的な冷房装置の導入を検討
したい。

【 庁舎別館全般 】副町長
※ぷちさぽ、健康推進課、福祉給付課、包括支援センターなど　　今後も猛暑が続くと予想される。庁
舎整備についてローリング事業に登載
し、導入を検討したい。

【児童センター、保育所】保育所長　
　児童センターはエアコンがなく、保育
所も保育室にはエアコンがあるものの、
遊戯室にはエアコンがない。ローリン
グ事業に登載し設置したい考え。

【町民センター】教育振興課長
　３か年の改修計画があり、空調設備
の導入を検討している。導入年度は決
まっていないが、最優先とすることも検
討する。

◆防災のしおり
栁原
　防災のしおり作成とあるが、多言語
版の作成予定はあるか。

住民活動係長
　多言語版については令和５年度に作
成予定。

◆ブルームボール場利用者
栁原
　以前はブルームボールが盛んだった
が、現在の施設利用者は。

社会教育係長
　現在は町内チームが激減しており、リ
ンクを使うのも練習程度となっている。
維持管理はブルームボール協会に委託
していることから、これから色々と考え
ていく。

◆旧豊丘小学校のプール解放
 田中
　小中学校のプールは夏休み期間開放
されているのか。閉校した豊丘小学校
のプールは町民に開放できますか。
 

総務管理係長　
　雄武小中学校のプールは開放してい
ます。豊丘小学校のプールは令和３年
度末の閉校から使用しておらず、設置し
ていたろ過器についても沢木小学校に
移設しており、プールとしての利用は難
しいと思われます。

↓
次
は
　
行
政
報
告
・
審
議
結
果
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◎
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路
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訴

・
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雄
武
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国
民
健
康
保
険
病
院
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巻
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長
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７
月
31
日
付
）

・
罪
名
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印
私
文
書
偽
造
・
同
行
使
、

　

詐
欺

・
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訴
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職
し
な
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理
由

　

国
保
病
院
は
町
民
の
健
康
維
持

及
び
生
命
を
守
る
使
命
が
あ
る
。

病
院
の
管
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不
在
と
な
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と
病

院
の
運
営
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さ
ら
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老
健
ハ
マ
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の
運
営
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も
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障
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来
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こ
と
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な
る
。
国
保
病
院
は
夜
間

の
救
急
対
応
や
透
析
業
務
な
ど
も

担
っ
て
い
る
。
町
民
や
患
者
の
た

め
に
も
地
域
医
療
の
停
滞
を
招
く

べ
き
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回

の
起
訴
が
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
も

の
で
は
な
く
軽
微
な
事
件
に
適
用

さ
れ
る
在
宅
起
訴
（
※
）
で
あ
る
こ

と
も
加
味
し
「
起
訴
休
職
は
し
な

い
」
と
い
う
判
断
を
し
た
。

　

顧
問
弁
護
士
に
も
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
許
容
さ
れ
る
判
断
で
あ
る

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。　

  

行 

政 

報 

告
（
石
井
町
長
）

9 月 5 日

９月５～８日（４日間）
●委員会報告（総務文教委）　　　●一般質問（３名）
●行政報告等　　　　　　　  ●議案審議 29 件

行 政 報 告 等 に 関 する質 疑 応 答
●水産物輸入停止の影響●
遠藤　
　中国の輸入停止を受け現在の状況と今後の対策は。

産業振興課長　
　８月以降は影響があるようだが、詳しい分析はこれ
から行われる。ホタテへの影響が大きい。中国に代
わる輸出国の振り替え、生産調整も検討している。

９
月
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
８
日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
行
政
報
告
と
そ
の
関
連
質
疑

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※在宅起訴
　身体拘束のない状態で、
被疑者を起訴すること。
　勾留（身体拘束を伴う）
されないことから、日常生
活への影響が小さいと言
われている。

●児童・生徒の暑さ対策●
遠藤　
　苫小牧市では教室に移動式クーラーやスポットクー
ラーを設置していく考え。町内各学校の考え方は。

教育長　
　スポットクーラーは冷やされる範囲が狭く導入を断念し
が、代替として扇風機を導入しており、例年の気象状況で
あれば通常の暑さ対策で乗り切れると考える。小中学校の
建設計画もあることから、今のところは何とか乗り切りたい。

●ホタテの消費拡大●
嶋村
　センター冷蔵庫以外にもホタテの在庫がある。ふ
るさと納税で消費拡大を行ってはどうか。在庫減に
向けた早急な対策を。

財務企画課長　
　既にふるさと納税に載せており、寄附額もアップし
ている。負けるな、頑張れなど応援メッセージも入っ
てきている。力を入れて PR していきたい。

●病院長の起訴●
栁原
　起訴され司法の判断がなされるが、長期化も予想
される。来年３月に院長は定年退職となるが、今後
どのような流れが想定されるか。

町長
　常勤医師の不在を避けるべく新たな医師との面談
を進めている。判決がどう出るか分からないが、現
在の経過では、院長退職後の再雇用は非常に難しい。

９ 月
定 例 会
行 政 報 告 等
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・育てる

木がよく育つように
間伐（木を間引く）などの
お手入れをします。

・収穫する

大きくなった木を切り、適材適所で使います。

９ 月
定 例 会
審 議 結 果

一般会計補正予算（第５号）　【主な内容】
①町有林更新伐事業費	 △ 986 万 7 千円
②地域情報通信基盤機器保守点検業務委託料	 400 万円
・ふるさと納税一括代行業務委託料	 1 億 34 万円
・飼料高騰対策事業補助金	 2700 万円

Ｑ嶋村　
　公共補助の対象外になった理由は。事業に
対する今後の考えは。

Ａ産業振興課長　
　これまで更新伐は公共補助の対象となってい
たが、今年度以降、補助対象から外れることに
なった。今後については、どういった整備が有
効か財源も含めて検討していく。

②光ブロードバンドの整備

Ｑ遠藤　
　光ファイバーを利用する人が増加している
ことで増額補正とのこと、詳しい内容は。

Ａ総務課長　
　基本的には町内全域において、希望者全員
に光ブロードバンドの整備を行っている。今
回の補正は新規加入者が複数件あったことに
よるもの。国道から離れた場所だと工事費が
50 ～ 60 万円かかるケースもあり、そういっ
た高額のケースが多かったことから増額補正
を行った。

①町有林更新伐事業　

専決処分（一般会計補正予算（第４号））106 万 1 千円

Ｑ遠藤　
　この経費には町長選挙の掲示場分も含ま
れているのか。

Ａ総務課長　
　町長選挙については、当初予算で令和５年
度ポスター掲示場の経費を別に計上している。
　今回の補正予算は町議会議員の補欠選挙用。

選挙ポスター掲示場の作成（町議選）

・植える
木を切った場所に、新しく苗木を植えます。

太陽の光が地面まで
　届くから、木が
　　元気に育つぷち！

↓
次
は
　
一

般

質

問

【参考】森林のサイクル

切ったあとは
　また植えて
　　育てるぷち♪
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８
月
末
開
催
の
病
院
運
営
委
員
会
に

　
　
　
　

病
院
長
は
出
席
し
起
訴
の
釈
明
を
し
た
の
か

釈
明
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
（
町
長
）

雄
武
町
国
民
健
康

　
　
　
　
　
　

保
険
病
院

　

こ
の
た
び
の
病
院
長
の
刑
事

起
訴
と
い
う
事
実
を
、
町
民
に
ど

の
よ
う
に
釈
明
さ
れ
ま
す
か
。

　
町
長　

桂
巻
院
長
の
起
訴
と
い
う

重
大
な
こ
と
に
対
し
、
町
民
の
皆

様
に
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
心
よ

り
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

病
院
長
を
引
き
続
き
公
務
に

従
事
さ
せ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

町
民
へ
の
公
務
の
信
頼
性
は
確
保

で
き
る
と
考
え
ま
す
か
。

町
長　
町
民
の
健
康
と
生
命
を
守

る
と
い
う
観
点
で
理
解
は
得
ら
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

病
院
長
を
起
訴
休
職
に
す
る

と
病
院
業
務
に
支
障
を
き
た
す
理

由
の
ひ
と
つ
に
「
常
勤
医
１
名
体

制
で
は
病
院
運
営
は
不
可
能
」
と

述
べ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
常
勤
医

２
名
体
制
の
中
、
１
名
を
雇
止
め

に
し
、
本
年
３
月
ま
で
常
勤
医
１

名
で
病
院
運
営
を
し
て
き
た
事
実

と
矛
盾
す
る
の
で
は
。

病
院
事
務
長　
昨
年
の
話
に
つ
い

て
は
既
に
退
職
時
期
が
決
ま
っ
て

お
り
、
非
常
勤
医
師
の
確
保
等
で

支
障
が
な
い
よ
う
対
応
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

た
だ
、
当
然
即
と
い
う
状
況
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
と
は
状

況
が
異
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

８
月
22
日
開
催
の
病
院
運
営

委
員
会
に
病
院
長
は
出
席
し
、
今

回
の
起
訴
案
件
の
釈
明
を
さ
れ
た

の
で
す
か
。

町
長　
釈
明
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

全
く
あ
き
れ
た
対
応
だ
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
の
刑
事
起
訴
で
は
ほ
ぼ

100
％
の
確
率
で
有
罪
判
決
が
出
ま

す
。

　
執
行
猶
予
が
つ
い
て
も
禁
固
刑

以
上
の
刑
が
確
定
し
た
ら
、
公
務

員
の
欠
格
条
項
に
該
当
す
る
の
で

懲
戒
解
雇
、
当
然
退
職
金
の
支
給

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
っ
た
状
況
で
病
院
の
運

営
業
務
に
携
わ
せ
て
い
る
わ
け
で

す
。

　
有
罪
判
決
が
出
た
場
合
、
町
民

に
ど
う
報
告
し
ま
す
か
。

　

議
会
と
し
て
の
要
望
は
、

あ
く
ま
で
病
院
問
題
で
の
町
民

の
声
を
聞
く
「
町
民
懇
談
会
」

で
す
。

　
３
月
議
会
で
の
町
長
答
弁
と

は
か
け
離
れ
た
対
応
で
は
。

町
長　
自
治
会
長
と
の
懇
談
会

と
い
う
こ
と
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

嶋
村
議
員
が
言
わ
れ
る
と
お

り
「
町
民
懇
談
会
」
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
後
、

地
区
別
懇
談
会
の
開
催
も
検
討

し
ま
す
。

町
長　
起
訴
か
不
起
訴
か
判
明
し

て
い
な
い
段
階
で
動
く
の
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
長
対
象
の
総
合
計
画

説
明
会
を
「
自
治
会
長
会
議
」
で

は
な
く
「
町
政
懇
談
会
」
と
し
た

意
図
は
。

総
務
課
長　
地
域
の
実
情
に
精
通

し
て
い
る
自
治
会
長
と
行
う
こ
と

で
、
様
々
な
課
題
や
、
雄
武
町
に

必
要
な
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ

う
と
考
え
、「
町
政
懇
談
会
」
と

い
う
形
で
開
催
し
ま
し
た
。

一 般 質 問

議会動画配信（一般質問）はQRコードからアクセスできます　↗

嶋
しまむら

村 義
よしふ み

文 議員
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犬
の
ワ
ク
チ
ン
代
や
予
防
接
種
費
、
助
成
を
行
っ
て
は
ど
う
か

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
飼
い
主
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
認
識
（
住
民
生
活
課
長
）

保
護
犬
、
保
護
猫
活
動
の

行
政
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て

　

野
犬
化
し
た
個
体
は
人
間
を

襲
っ
た
り
農
作
物
を
荒
ら
す
リ
ス

ク
な
ど
が
あ
る
。
以
前
か
ら
苦
情

を
入
れ
て
い
る
町
民
も
複
数
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
対
応
が
遅
い
の
で

は
。

　
町
民
の
安
全
を
守
る
為
に
行
政

が
も
っ
と
早
く
対
応
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
。

住
民
生
活
課
長　
こ
こ
ま
で
頭
数

が
い
る
と
い
う
の
が
認
識
で
き
て

い
な
か
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
苦
情
や
相
談
あ
っ

た
際
は
飼
い
主
宅
を
訪
問
し
指
導

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
る
前
に
も
う
少
し
何

か
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は

と
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
動
物
愛
護
法
も
一
部
改
正
さ

れ
罰
則
な
ど
が
強
化
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
周

知
や
啓
発
活
動
、
飼
育
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
の
相
談
な
ど
、
指
導

と
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
幌
内
地
区
で
も
野
犬

が
数
頭
目
撃
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

ち
ら
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長　
把
握
し
て
お
り

ま
す
。

　

飼
い
主
の
方
が
先
日
亡
く
な
ら

れ
た
関
係
も
あ
り
、
ご
遺
族
か
ら
相

談
を
受
け
、
保
健
所
と
も
相
談
し
な

が
ら
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
に
は
飼
い
主
が
い
な
い

猫
が
い
る
。
地
域
猫
活
動
に
対
す

る
避
妊
去
勢
手
術
代
の
助
成
を
し

て
は
ど
う
か
。

　
飼
育
環
境
が
悪
い
犬
が
ま
だ
い

る
と
思
う
。
ワ
ク
チ
ン
代
や
狂
犬

病
予
防
接
種
代
な
ど
を
助
成
す
る

形
に
し
て
は
ど
う
か
。

住
民
生
活
課
長　
こ
う
い
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
全
国
的
に
も

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
方

の
お
話
も
伺
い
な
が
ら
行
政
の
支

援
に
つ
い
て
必
要
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
関
係
に
つ
き

ま
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
飼
い
主
の

方
に
ご
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

申
請
時
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
職

員
に
見
ら
れ
る
の
は
ど
う
な
の
か
。　

　
他
の
町
民
の
前
で
大
声
で
読
み

上
げ
ら
れ
た
と
い
う
声
も
あ
る
。

住
民
生
活
課
長　

当
初
は
パ
ス

ワ
ー
ド
の
設
定
時
、
窓
口
に
タ
ッ

チ
式
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
設
置
し

て
ご
本
人
に
直
接
入
力
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
操
作
が

苦
手
で
職
員
に
依
頼
さ
れ
る
方
や

設
定
完
了
ま
で
に
時
間
が
か
か
る

と
い
う
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
他
、
機
械
の
不
具
合
も

あ
り
ま
し
た
。

↓
次
は
　
一

般

質

問

一 般 質 問

田
た な か

中  久
く み

実 議員

　

交
付
ま
で
の
待
ち
時
間
を
短
縮

で
き
る
よ
う
に
ご
本
人
に
パ
ス

ワ
ー
ド
を
記
入
、
職
員
が
代
行
し

て
入
力
、
用
紙
は
本
人
に
返
却
と

い
う
取
り
扱
い
に
変
更
し
ま
し

た
。

　

職
員
が
入
力
誤
り
を
防
ぐ
目
的

で
類
似
し
た
字
を
復
唱
確
認
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
こ
の
点
に
関

し
ま
し
て
は
、
配
慮
に
欠
け
て
い

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
ご
本
人
が
直
接
入
力
で

き
る
方
法
か
、
職
員
が
代
行
し
て

入
力
で
き
る
方
法
の
ど
ち
ら
か
を

選
ん
で
い
た
だ
く
形
に
変
更
し
て

い
く
予
定
で
す
。

↖　議会動画配信（一般質問）はQRコードからアクセスできます
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バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は

１
年
間
検
討
し
、
令
和
６
年
度
に
方
向
性
を
示
し
た
い
（
町
長
）

石
井
町
長
４
年
間
の

　
　
　
　

検
証
に
つ
い
て

　

高
校
存
続
対
策
の
奨
学
金
条

例
制
定
の
際
、
就
職
者
へ
の
お
祝

金
が
無
く
、
２
年
後
に
制
定
さ
れ

空
白
の
２
年
間
が
生
じ
た
。
当
時

の
判
断
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
か
。

町
長　

基
本
的
に
奨
学
金
と
お
祝

金
は
別
の
問
題
と
私
は
考
え
て
お

り
、当
時
は
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

武
雄
市
の
災
害
状
況
を
誤
っ

て
発
言
し
、
武
雄
市
の
商
工
会
長

よ
り
交
流
会
に
お
い
て
指
摘
を
さ

れ
た
。
こ
の
時
の
発
言
を
覚
え
て

い
る
か
。

町
長　
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

見
舞
金
を
300
万
円
か
ら
500
万

円
に
増
額
し
た
案
件
で
、
修
正
動

議
を
提
出
し
た
関
係
で
聞
く
が
、

当
時
の
記
憶
は
あ
る
か
。

町
長　

300
万
か
ら

500
万
に
し
た
部

分
は
覚
え
て
い
る
が
、
挨
拶
を
考

え
た
時
に
令
和
元
年
部
分
を
見
落

と
し
た
。

　

被
災
状
況
の
間
違
い
は
相
手

に
対
し
て
非
常
に
失
礼
で
あ
る
。

こ
の
場
を
借
り
て
謝
罪
を
。

町
長　
公
の
場
で
町
長
の
発
言
は

非
常
に
重
い
。
今
後
、
事
実
関
係

を
確
認
し
発
言
す
る
。

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の

　
　

進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

家
畜
ふ
ん
尿
を
利
用
し
た
バ

イ
オ
ガ
ス
事
業
が
進
ん
で
い
な
い
。

今
後
の
事
業
見
通
し
は
。

町
長　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
価
格
の
改
正
や
建

築
資
材
の
高
騰
、
系
統
接
続
の
課

題
等
に
よ
り
、
こ
の
１
年
間
検
討

し
令
和
６
年
度
に
方
向
性
を
示
し

た
い
。

産
業
振
興
課
長　
現
在
の
状
況
で

事
業
を
実
施
し
た
場
合
、
参
加
農

家
の
負
担
が
相
当
高
額
な
も
の
と

試
算
さ
れ
、
参
加
希
望
に
影
響
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
。
参
加
農
家

の
負
担
を
抑
え
よ
う
と
し
た
場

合
、
町
の
負
担
が
さ
ら
に
高
額
に

な
り
町
の
予
算
規
模
に
も
影
響
す

る
の
で
再
検
討
し
た
い
。

　

方
向
性
を
探
る
た
め
視
察
・
研

修
に
行
き
活
路
を
見
出
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
（
技
能

実
習
生
）
と
の
共
存
・

共
栄
に
つ
い
て

　

共
存
・
共
栄
は
地
域
産
業
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
す
こ

を
来
年
１
月
に
と
い
う
結
果
で
あ

る
。こ
れ
で
実
行
力
が
あ
る
の
か
。

町
長　
様
々
な
事
情
が
あ
り
で
き

な
か
っ
た
。
や
っ
と
こ
こ
に
辿
り

着
い
た
と
い
う
思
い
で
あ
り
、
町

民
周
知
も
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
時
間

を
い
た
だ
き
進
め
た
い
。

　

こ
の
件
で
一
度
も
町
民
の

方
々
に
謝
罪
し
て
い
な
い
。

町
長　
選
挙
公
約
で
掲
げ
て
私
の

気
持
ち
は
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な

い
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
時
期

が
遅
れ
て
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

と
が
で
き
な
い
と
思
う
が
町
長
の

考
え
は
。

町
長　
外
国
人
に
頼
ら
な
い
と
地

域
産
業
は
成
り
立
た
な
く
な
る
と

い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
雄
武
町
に
来
た
ら
日
本
語
を
マ

ス
タ
ー
で
き
る
」
と
い
う
よ
う
な
環

境
づ
く
り
や
、
地
域
の
交
流
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
家
族
で
来
ら
れ
る

方
の
学
校
や
住
宅
問
題
へ
も
臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

高
速
医
療
バ
ス
の
運
行

予
定
と
順
天
堂
大
学
病

院
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

高
速
医
療
バ
ス
は
４
年
間
検

討
し
て
き
た
が
結
局
は
実
証
実
験

一 般 質 問

議会動画配信（一般質問）はQRコードからアクセスできます　↗

栁
やなぎはら

原  浩
ひろゆ き

之 議員
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↓
次
は
　
そ
の
他
採
決
結
果

総
務
文
教
常
任
委
員
会

出
席
委
員

　

佐
藤
委
員
長
、
高
橋
副
委

員
長
、　
嶋
村
委
員
、
金
田
委

員
、
今
泉
委
員

同
行
者

　

山
崎
議
会
事
務
局
、
武
藤

国
保
病
院
事
務
次
長

【
士
別
市
立
病
院
】

　

１
９
５
４
年
、
国
民
健
康

保
険
士
別
病
院
と
し
て
診
療

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２
０
０
７

年
に
現
在
の
士
別
市
立
病
院

に
改
称
す
る
。
士
別
市
に
唯

一
の
病
院
と
し
て
、
急
性
期

を
中
心
と
し
た
医
療
を
提
供

し
て
い
た
が
、
人
口
減
な
ど

の
大
き
な
要
因
で
経
営
危
機

に
瀕
す
る
。
２
０
１
６
年
に

長
島
仁
氏
が
病
院
長
に
就
任

し
、
60
年
に
及
ぶ
赤
字
状
態

か
ら
脱
却
、
７
年
連
続
で
黒

字
を
達
成
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
３
年

目
に
し
て
病
院
内
で
数
回
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
患
者

数
が
戻
ら
ず
、
令
和
４
年
度

は
８
年
ぶ
り
の
赤
字
決
算
と

な
っ
た
。

　
長
島
病
院
長
は
、「
急
性
期

診
療
」
中
心
の
体
制
を
「
慢

性
期
診
療
」
中
心
の
医
療
に

変
え
て
い
っ
た
。
年
を
追
う

ご
と
に一
般
病
床
を
減
ら
し
、

療
養
病
床
を
増
や
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
病
棟
再
編
を
繰

り
返
し
行
っ
た
こ
と
で
、
看
護

部
か
ら
は
大
変
な
苦
情
が
き

た
が
、
そ
れ
を
当
然
と
感
じ

な
が
ら
も
改
革
を
断
行
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
に

あ
っ
た
名
寄
市
立
総
合
病
院

と
の
関
係
改
善
も
大
き
く
改

革
に
寄
与
し
、
急
性
期
医
療

を
名
寄
市
立
総
合
病
院
が
受

け
入
れ
て
く
れ
た
の
で
、
士

別
市
立
病
院
は
慢
性
期
中

心
の
医
療
体
制
に
シ
フ
ト
し

て
行
け
た
と
長
島
病
院
長
は

語
っ
て
い
た
。
２
０
１
６
年
に

病
院
長
に
就
任
し
た
１
年
目

に
し
て
１
億
円
の
経
営
改
善

を
さ
れ
、
大
き
く
注
目
さ
れ

た
が
、
当
初
は
、
た
く
さ
ん

の
苦
情
や
反
対
意
見
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、
士
別
市
立
病
院
の

勤
務
医
11
名
中
９
名
が
常
勤

医
で
、
平
均
年
齢
が
62
歳
で

あ
る
。
患
者
の
高
齢
化
も
進

ん
で
い
る
が
、
医
師
の
高
齢

化
も
進
ん
で
お
り
、
全
国
を

飛
び
回
り
医
師
確
保
に
も
尽

力
し
て
い
る
。

道
内
視
察
レ
ポ
ー
ト
（ 

委
員
会
報
告 

）

令
和
５
年
７
月
18
日
㈫   

　

視
察
所
感

　

雄
武
町
国
民
健
康
保
険
病

院
が
現
状
の
診
療
体
制
を
続

け
て
い
け
ば
赤
字
決
算
で
は

な
い
が
、
一般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。

急
に
慢
性
期
診
療
に
シ
フ
ト

し
て
も
好
転
す
る
と
は
限
ら

な
い
。

　

し
か
し
、
慢
性
期
医
療
体

制
に
す
る
こ
と
で
、
診
療
報

酬
は
減
る
が
全
体
と
し
て
の

病
院
経
営
は
改
善
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
の
助
言
を
い

た
だ
い
た
が
、
病
床
稼
働
率

を
上
げ
る
こ
と
が
解
決
へ
の
糸

口
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

加
え
て
、
今
後
の
医
療
需

要
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
有
床

の
診
療
所
へ
の
シ
フ
ト
も
町
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
早
急

に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
切
な
事
案
で
あ
る
。
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その他の採決結果（一部抜粋）　

９
月
定
例

令和４年度健全化判断比率
法律に基づき報告するもの。実質公債費比率 7.8（実質赤字額、連結実質赤字額及び将来負担が発生し
ないためそれぞれの比率は算定されなかった）

報　告

令和４年度資金不足比率
法律に基づき報告するもの。（簡易水道事業特別会計、公共下水道事情特別会計、国民健康保険病院事
業いずれの会計も資金不足が発生していなため、比率は算定されなかった）

報　告

令和 5 年度雄武町一般会計補正予算（専決処分・第４号）
音稲府川他河岸復旧工事の増、海岸漂着物等処理業務委託料の増など。（＋ 1225万 2千円）

報告承認
（異議なし）

農業協業法人設立促進奨励金の臨時特例に関する条例の制定
農業情勢の悪化により当初の計画どおり生産が行えていないことから、奨励金の交付期間を延長する。

可　決
（異議なし）

令和 5 年度雄武町一般会計補正予算（第５号）
飼料高騰対策事業補助金の増、介護サービス事業特別会計繰出金の増など。（＋ 2億 6945万 3千円）

可　決
（異議なし）

令和 5 年度雄武町国民健康保険病院事業特別会計補正予算（第１号）
過誤納付保険還付金の増、保険給付費等交付金（特別交付金）返還金の増。（＋ 470万円）

可　決
（異議なし）

令和 5 年度雄武町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
修繕料の増、コンビニ収納手数料の増。（＋ 169万円）

可　決
（異議なし）

令和 5 年度雄武町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
介護給付費国庫負担金返還金の増など。（＋ 1069万 5万円）

可　決
（異議なし）

令和 5 年度雄武町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
特別養護老人ホーム等指定委託料の増。（＋ 406万 6千円）

可　決
（異議なし）

雄武町簡易水道事業特別会計条例及び雄武町公共下水道事業特別会計条例の廃止
雄武町簡易水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例の制定
令和６年４月 1日からの地方公営企業法適用化によるもの（特別会計から公営企業会計に移行）。

可　決
（異議なし）

雄武町有一般住宅管理条例の一部改正
旧豊丘小学校教員住宅について、町有一般住宅として管理運営するため。

可　決
（異議なし）

雄武町教育委員会委員の任命（栗山義隆氏・任期：令和５年 10 月 30 日～令和９年 10 月 29 日）

任期満了となる教育委員会委員について引き続き任命しようとするもの。
同　意

（異議なし）

雄武町選挙管理委員及び補充員の選挙（任期：令和５年 10 月 31 日～令和９年 10 月 30 日）

委　員：中島克弥、桑原哲夫、伊藤弘、松島恵美子
補充員：①久保田忠直、②高木敏則、③飯原修、④倉本守也　　※選考委員の指名推薦にて決定。

選挙決定

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を
求める意見書　（提出：嶋村議員　賛成：栁原議員）

可　決
（異議なし）

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書　（提出：栁原議員　賛成：溝田議員） 可　決
（異議なし）

※ 賛否が分かれた議論はありませんでした。
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↓
次
は
　
動
画
作
成
は
じ
め
ま
し
た

 

編
集
あ
と
が
き

　
9
月
24
日
町
長
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

　
3
人
の
候
補
者
が
町
中
で
白
熱
し
た
票
の
取
り
合
い
を
見
る
と
、

　
♬
け
ん
か
を
や
め
て
3
人
を
止
め
て
私
（
票
）
の
た
め
に

　
　
　
争
わ
な
い
で
も
う
こ
れ
以
上
♬

　
と
昭
和
の
ア
イ
ド
ル
河
合
奈
保
子
さ
ん
の
歌
を
口
ず
さ
み
、
頭

の
中
で
は
怪
物
番
組「
8
時
だ
ョ
！
全
員
集
合
」が
流
れ
出
し
ま
す
。

　
記
憶
に
残
る
の
は
髭
ダ
ン
ス
、
コ
ン
ト
、
早
口
言
葉
と
多
々
あ

り
ま
す
が
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
加
藤
茶
さ
ん
の
歌
中
で
の
掛
け

声
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
「
８
時
だ
ョ
！
全
員
集
合
」
の
替
え
歌
で
締
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
♬
バ
バ
ン
バ 

バ
ン 

バ
ン 

バ
ン

　
　
　
投
票
行
っ
た
か
？

　
♬
バ
バ
ン
バ 

バ
ン 

バ
ン 

バ
ン

　
　
　
一
票
は
重
い
ぞ
！

　
♬
バ
バ
ン
バ 

バ
ン 

バ
ン 

バ
ン

　
　
　
お
願
い
さ
れ
て
も
入
れ
る
な
よ
！

　
♬
バ
バ
ン
バ 

バ
ン 

バ
ン 

バ
ン

　
　
　
自
分
で
考
え
ろ
よ
！

　
♬
い
い
選
挙
（
ア
ハ
ハ
ン
）、
い
い
選
挙
（
ア
ハ
ハ
ン
）

　
　
こ
こ
は
北
国
、
雄
武
町
♬

　

今
回
の
あ
と
が
き
は
独
断
と
偏
見
で
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

締
切
日
に
提
出
し
た
物
で
他
の
方
々
に
確
認
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
議
会
だ
よ
り
に
関
わ
っ
た
方
々
に
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
今
泉　
理
本
人
へ
お
願
い
致
し

ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員 　
今 

泉 　
理

議 会 日 誌 ６月

８～９日 第３回定例会開催

10日 雄武小学校運動会出席、議長

15～ 16日
雄北海道町村議会議長会第 74回定期総会（札
幌市）出席、議長

24日 産業振興祈願祭出席、議長ほか 4名

〃 ふる郷ふれあい交流会出席、議長ほか 9名

25日 産業観光まつり開幕セレモニー出席、議長

27日 産議会運営委員会開催

28～ 29日 西紋別地区総合開発期成会札幌要望（札幌市）
出席、議長

 ７月

   2 日
第 52回北海道消防協会オホーツク地方支部紋
別分会連合消防演習並びに紋別地区消防組合
設立 50周年記念式典（紋別市）出席、副議長

〃 自衛隊旭川地方協力本部創立 17周年記念行
事（旭川市）出席、議長

4～ 5日 町村議会議員研修会（札幌市）出席、議長ほ
か 9名

5～ 8日
西紋別地区総合開発期成会及び高規格幹線道
路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会中央
要望（東京都）出席、議長

9日 令和 5年度北海道ベトナム交流協会オホーツ
ク総会（北見市）出席、議長

12日 議員協議会開催

〃 第7回広報特別委員会開催

16～ 17日 令和 5年度雄武神社宵宮祭・例大祭出席、議長

12日 第 4回広報特別委員会開催

18日 総務文教常任委員会道内視察調査（士別市　
士別市立病院）

19～ 20日 町村議会新任議員研修会（札幌市）出席、田
中議員

21日 第 8回広報特別委員会開催

25～ 26日 町村議会新任議員研修会（釧路市）出席、高
橋議員ほか 1名

27日 益子町交流体験の翼来町時の表敬訪問、議長

 ８月

2 ～ 4日 オホーツク圏活性化期成会令和 5年度夏季中
央要望（東京都）出席、議長

2～ 3日 北海道森林・林業・林産業活性化促進議員連盟連
絡会令和 5年度定期総会（札幌市）出席、副議長

8日 第議会運営委員会開催

16～ 17日 町村議会広報研修会（札幌市）出席、遠藤議
会広報特別委員長ほか 2名

18日 産業厚生常任委員会開催

25日 雄武町戦没者追悼式出席、議長外 5名

〃 全員協議会開催

27日 全員協議会開催

30日 議会運営委員会開催

31日 全員協議会開催

〃 第9回広報特別委員会開催

※一部抜粋



さあ、動画でさあ、動画で

　　議会ざんまい！議会ざんまい！

動画作成
はじめました

雄武町議会

気になる案件を気になる案件を

　　調べてきました　　調べてきました

広報委員
３人でそれぞれ
編集してみました☆

町に住む方に町に住む方に

　　お話をうかがいましたお話をうかがいました
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